
ほ乳方法について 

ほ育牛を健康で大きく育てるためには、飼養環境の整備や衛生的なほ乳器具の管理、定時・定量・

定温のほ乳作業等が重要となります。その中でも「ほ乳の方法」について記載します。 

ほ乳の方法 

ほ乳の方法には、「制限ほ乳」と「強化ほ乳」の大きく二つがあります。「制限ほ乳」は代用

乳を制限し、スターターの食い込みによりルーメンの早期発達をねらう方法で、「強化ほ乳」

は、ほ乳量を増加させ、発育の向上をねらう方法です。その特徴は以下の通りです。 

代用乳の種類 

ほ乳方法に伴い代用乳の種類も変わり

ます。タンパク質と脂肪の含量によって

大きく３種類に分けられます。自家で使

用しているものを確認してみましょう。 

代用乳の濃度は、メーカーの推奨値を

基本に 150ｇ／Ｌを上限としましょう。 

濃度が濃すぎる場合は、消化不良による下痢になる可能性が高まります。ほ乳期間の下痢によ

る発育停滞は、その後の成長に影響します。 

代用乳以外の餌の給与 

 ほ乳期は代用乳以外にスターターや乾草の給与、給水も発育に大きく影響します。 

 スターターは１週齢までに給与開始する 

（３日齢から慣し給与がオススメです） 

 乾草は 50～100ｇ給与する 

（柔らかいもの又はカットしたもの） 

 給水できる環境を整備する 

（代用乳給与後３０分は水を給与しない） 
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